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楚
遊
日
記
（
１
）

●
崇
禎
一
○
（
一
六
三
七
）
年
正
月
十
一
日
～
三
十
日
、
二
○
日
間

徐
霞
客
五
十
二
歳

●
訳
注
稿

第
三
部

南
岳
衡
山
か
ら
衡
陽
県
城
へ
（
一
月
二
十
九
日
～
三
十
日
）

［
一
月
二
十
九
日
］

《
概
要
》
南
岳
西
側
を
南
下
。
楊
梅
灘
を
経
て
、
衡
州
府
治
の
衡
陽
県
城
に
着
。
静
聞
と
緑
竹
庵
で
合
流

で
き
た
。

■
本
文
の
部

二
十
九
日

早
起
、
雨
如
注
、
乃
躑
躅
泥
途
中
。
沿
溪
南
行
、
逾
一
小
嶺
、
是
爲
上
梨
坪
。
又
逾
一
小
嶺
、
五
里
、

是
爲
下
梨
坪
、
復
與
溪
遇
。
又
循
溪
東
南
下
、
十
里
、
爲
楊
梅
灘
、
有
石
梁
南
北
跨
溪
上
、
溪
由
梁
下
東

去
、
路
越
梁
東
南
行
。
五
里
入
排
衝
、
又
行
排
中
五
里
、
南
逾
青
山
坳
、
排
衝
者
、
崗
自
譚
碧
嶺
東
南
至

青
山
、
分
爲
兩
支
、
倶
西
北
轉
、
兩
崗
排
闥
、
夾
成
長
塢
、
繚
繞
爲
田
、
路
由
之
入
、
至
青
山
而
塢
窮
。

乃
逾
坳
而
南
、
陂
陀
高
下
、
滑
濘
幾
不
留
足
、
而
衣
絮
沾
透
、
亦
疲
而
不
覺
其
寒
。
十
里
、
下
望
日
坳
、

爲
黄
沙
灣
、
則
蒸
江
自
西
南
沿
山
而
來
、
路
遂
隨
江
東
南
下
、
又
五
里
爲
草
橋
、
即
衡
州
府
矣
。
覓
靜
聞
、

暮
得
之
緑
竹
菴
天
母
殿
瑞
光
師
處
。
亟
投
之
、
就
火
炙
衣
、
而
衡
山
古
太
坪
僧
融
止
已
在
焉
。
先
是
、
予

過
古
太
坪
、
上
古
龍
池
、
於
山
半
問
路
靜
室
、
而
融
止
及
其
師
兄
應
菴
［
雙
瞽
］
、
苦
留
余
。
余
急
辭
去
、

至
是
已
先
會
靜
聞
、
知
余
蹤
跡
。
蓋
融
止
扶
應
菴
將
南
返
桂
林
七
星
巖
、
故
道
出
於
此
、
而
復
與
之
遇
、

亦
一
縁
也
。

緑
竹
菴
在
衡
北
門
外
華
嚴
・
松
蘿
諸
菴
之
間
。
八
菴
連
絡
、
倶
幽
靜
明
潔
、
唄
誦
之
聲
相
聞
、
乃
藩
府

焚
修
之
地
。
蓋
桂
王
以
親
藩
樂
善
、
故
孜
孜
於
禪
教
云
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
九
日

早
に
起
く
。
雨
注
ぐ
が
如
し
。
乃
ち
泥
途
中
に
躑
躅
す
。

溪
に
沿
ひ
て
南
行
す
。
一
小
嶺
を
逾
ゆ
。
是
れ
上
梨
坪
た
り
。
又
た
一
小
嶺
を
逾
ゆ
。
五
里
に
し
て
、

是
れ
下
梨
坪
た
り
。
復
た
溪
と
遇
ふ
。
又
た
溪
に
循
ひ
て
東
南
に
下
る
。
十
里
に
し
て
、
楊
梅
灘
た
り
。

石
梁
の
南
北
に
溪
上
に
跨
す
る
有
り
。
溪
は
梁
の
下
よ
り
し
て
東
に
去
り
、
路
は
梁
を
越
え
て
東
南
に
行

く
。
五
里
に
し
て
排
衝
に
入
る
。
又
た
排
中
を
行
く
こ
と
五
里
に
し
て
、
南
の
か
た
青
山
坳
を
逾
ゆ
。
排

衝
と
は
、
崗
の
譚
碧
嶺
の
東
南
よ
り
青
山
に
至
り
、
分
れ
て
兩
支
と
な
り
、
倶
に
西
北
に
轉
じ
、
兩
崗
排

闥
し
て
、
長
塢
を
夾
成
し
、
繚
繞
し
て
田
を
な
す
。
路
之
よ
り
入
り
、
青
山
に
至
り
て
塢
窮
す
。

乃
ち
坳
を
逾
え
て
南
す
。
陂
陀
高
下
し
、
滑
濘
に
し
て
幾
ん
ど
足
を
留
め
ず
。
而
し
て
衣
絮
沾
透
し
、

亦
た
疲
に
し
て
其
の
寒
き
を
覺
え
ず
。
十
里
に
し
て
、
望
日
坳
に
下
る
。
黄
沙
灣
た
り
。
則
ち
蒸
江
の
西
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南
よ
り
し
て
山
に
沿
ひ
て
來
る
。
路
遂
に
江
に
隨
ひ
て
東
南
に
下
る
。
又
た
五
里
に
し
て
草
橋
た
り
。
即

ち
衡
州
府
な
り
。
靜
聞
を
覓
め
、
暮
に
之
を
緑
竹
菴
天
母
殿
瑞
光
師
の
處
に
得
。
亟
や
か
に
之
に
投
じ
、

す
み

火
に
就
き
て
衣
を
炙
る
に
、
衡
山
の
古
太
坪
の
僧
融
止
已
に
焉
に
在
り
。
是
れ
よ
り
先
、
予
古
太
坪
を
過

ぎ
、
古
龍
池
に
上
る
。
山
半
に
お
い
て
路
を
靜
室
に
問
ふ
。
而
し
て
融
止
及
び
其
の
師
兄
應
菴
［
雙
瞽
な

り
］
、
苦
だ
余
を
留
む
。
余
急
に
し
て
辭
去
す
。
是
に
至
り
て
已
に
先
に
靜
聞
に
會
し
、
余
が
蹤
跡
を
知

は
な
は

る
。
蓋
し
融
止
は
應
菴
を
扶
け
て
將
に
南
の
か
た
桂
林
の
七
星
巖
よ
り
返
ら
ん
と
す
。
故
に
道
此
に
出
で
、

而
し
て
復
た
之
と
遇
ふ
。
亦
た
一
縁
な
り
。

緑
竹
菴
は
衡
の
北
門
の
外
の
華
嚴
・
松
蘿
諸
菴
の
間
に
在
り
。
八
菴
連
絡
し
、
倶
に
幽
靜
明
潔
に
し
て
、

唄
誦
の
聲
相
聞
こ
ゆ
。
乃
ち
藩
府
焚
修
の
地
な
り
。
蓋
し
桂
王
親
藩
を
以
て
善
を
樂
し
む
。
故
に
禪
教
に

孜
孜
た
り
と
云
ふ
。

し

し

●
語
注

○
上
梨
坪
・
下
梨
坪

「
樟
木
市
」
図
に
栗
坪
が
見
え
る
。
あ
る
い
は
こ
こ
か
。

○
楊
梅
灘

「
樟
木
市
」
図
に
楊
梅
橋
が
見
え
る
。

○
排
衝

「
樟
木
市
」
図
に
、
上
牌
冲
・
下
牌
冲
が
見
え
る
。

○
望
日
坳

「
衡
陽
城
」
図
に
望
城
坳
が
見
え
る
。

○
黄
沙
灣

「
衡
陽
城
」
図
、
大
地
図
に
見
え
る
。
蒸
江
が
東
流
し
て
湘
江
に
合
流
す
る
直
前
、
大
き
く

北
へ
湾
曲
し
て
お
り
、
湾
曲
部
に
囲
ま
れ
た
洲
の
部
分
が
黄
沙
灣
。

○
草
橋

青
草
橋
と
も
い
う
。
「
衡
陽
城
」
図
に
見
え
る
。
湘
江
に
合
流
す
る
直
前
の
蒸
江
に
架
か
る
。

黄
珅
は
、
対
岸
の
漁
船
と
あ
わ
せ
て
「
青
草
漁
家
」
が
衡
陽
八
景
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
。

○
緑
竹
菴

不
詳
。「
遊
記
」
に
よ
れ
ば
、
草
橋
か
ら
北
へ
二
里
あ
ま
り
の
郊
外
の
地
に
あ
っ
た
と
い
う
。

○
古
太
坪

徐
霞
客
が
古
太
坪
を
訪
ね
た
記
事
は
、
現
行
の
徐
霞
客
遊
記
に
は
見
ら
れ
な
い
。

○
桂
林
七
星
巖

鍾
乳
洞
で
、
桂
林
市
内
き
っ
て
の
名
勝
。

○
藩
府

藩
は
王
や
諸
侯
の
封
国
で
、
藩
府
は
そ
の
御
殿
。

○
桂
王

こ
の
時
の
桂
王
は
、
神
宗
（
万
暦
帝
）
の
第
七
子
、
桂
端
王
朱
常
瀛
。
万
暦
二
九
（
一
六
○
一
）

年
に
封
建
さ
れ
、
天
啓
七
（
一
六
二
七
）
年
に
藩
府
の
あ
る
衡
州
府
に
拠
る
。
崇
禎
一
六
（
一
六
四
三
）

年
に
張
献
忠
に
よ
り
衡
州
は
陥
落
し
、
桂
王
は
逃
亡
。
同
一
七
（
一
六
四
四
）
年
に
薨
じ
て
い
る
。（
「
明

史
」
世
表
五
、
列
伝
巻
一
二
○
本
伝
等
）。

○
孜
孜

勤
勉
に
勤
め
る
さ
ま
。

○
禪
教

仏
教
の
教
え
。

●
口
語
訳

二
十
九
日

《

》
横
口
か
ら
南
下
し
、
衡
陽
県
城
へ

24早
朝
に
起
き
る
。
雨
が
注
ぐ
よ
う
に
降
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
泥
濘
の
道
を
苦
労
し
な
が
ら
進
む
。

溪
流
に
沿
っ
て
南
に
行
く
。
一
小
嶺
を
越
え
る
。
こ
こ
が
上
梨
坪
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
一
小
嶺
を
越

え
る
。
五
里
進
む
と
、
下
梨
坪
で
あ
る
。
こ
こ
で
道
が
再
び
渓
流
と
で
あ
う
。
さ
ら
に
ま
た
渓
流
に
循
っ

て
東
南
に
下
る
。
十
里
で
、
楊
梅
灘
で
あ
る
。

渓
流
の
上
に
南
北
に
跨
が
る
石
橋
が
あ
る
。
渓
流
は
梁
の
下
か
ら
東
に
流
れ
去
り
、
路
は
梁
を
越
え
て

東
南
に
伸
び
る
。
五
里
で
排
衝
に
入
る
。
さ
ら
に
ま
た
排
中
を
行
く
こ
と
五
里
で
、
南
の
青
山
坳
を
越
え
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る
。排

衝
と
い
う
の
は
、
譚
碧
嶺
の
東
南
か
ら
青
山
ま
で
崗
が
伸
び
て
お
り
、
そ
こ
で
二
筋
に
分
か
れ
、
両

方
と
も
西
北
に
転
じ
、
両
側
か
ら
崗
が
門
を
開
い
た
よ
う
に
伸
び
て
、
長
い
塢
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
内

側
は
ぐ
る
り
を
囲
ま
れ
た
耕
作
地
を
な
す
。
路
は
こ
こ
か
ら
入
っ
て
い
る
が
、
山
塢
は
青
山
で
極
ま
る
。

そ
こ
で
山
坳
を
越
え
て
南
に
進
む
。
山
道
は
上
っ
た
り
下
っ
た
り
し
て
お
り
、
泥
濘
ん
で
滑
り
や
す
く

足
を
留
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
着
物
は
汗
で
ぐ
っ
し
ょ
り
と
濡
れ
て
い
る
が
、
疲
労
が
激
し
い
た
め
に
、

寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
。

十
里
で
、
望
日
坳
に
下
る
。
（
向
か
い
が
）
黄
沙
湾
で
あ
る
。
蒸
江
が
西
南
か
ら
山
沿
い
に
流
れ
て
く

る
の
が
見
え
る
。
路
は
そ
の
蒸
江
に
そ
っ
て
東
南
に
下
る
。
さ
ら
に
ま
た
五
里
で
（
青
）
草
橋
で
あ
る
。

こ
こ
こ
そ
衡
州
府
で
あ
る
。

《

》
衡
陽
県
城

25静
聞
を
捜
し
て
、
暮
に
緑
竹
菴
天
母
殿
瑞
光
師
の
と
こ
ろ
に
い
る
の
に
た
ど
り
着
い
た
。

速
や
か
に
緑
竹
菴
に
至
り
、
火
に
就
い
て
濡
れ
た
衣
を
あ
ぶ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
衡
山
の
古
太
坪
の
僧

で
あ
る
融
止
が
こ
こ
に
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
実
は
以
前
、
私
が
古
太
坪
を
過
ぎ
て
、
古
龍
池
に
上
っ

た
と
き
、
山
の
中
腹
あ
た
り
に
あ
る
静
室
で
道
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
融
止
と
そ
の
師
兄
の

応
菴
［
自
注
１
］
で
、
彼
ら
は
ね
ん
ご
ろ
に
私
を
引
き
留
め
て
も
て
な
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
私
は
急
い

で
い
た
の
で
誘
い
を
断
っ
て
辞
去
し
た
。
そ
れ
が
な
ん
と
既
に
私
よ
り
も
先
に
静
聞
と
出
会
っ
て
お
り
、

私
の
行
跡
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
思
う
に
、
融
止
は
応
菴
を
助
け
て
、
南
の
桂
林
の
七
星
巌
を
訪

ね
、
そ
の
帰
り
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
衡
州
府
に
立
ち
寄
る
こ
と
に
な
り
、
私
と
再
び
出
会
う
こ
と

と
な
っ
た
の
だ
。
こ
れ
も
ま
た
一
縁
で
あ
る
。

《

》
緑
竹
菴

26緑
竹
菴
は
衡
州
府
城
の
北
門
の
外
に
あ
っ
て
、
華
厳
・
松
蘿
と
い
っ
た
諸
菴
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。

八
つ
の
菴
が
連
な
っ
て
お
り
、
全
て
が
幽
静
明
潔
で
あ
り
、
唄
誦
の
声
が
聞
こ
え
る
。
こ
こ
こ
そ
藩
王
府

が
焼
香
を
し
、
修
行
す
る
場
所
で
あ
る
。

思
う
に
桂
王
府
は
皇
室
関
係
の
藩
で
あ
る
こ
と
か
ら
善
行
を
積
む
の
を
楽
し
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
仏
教

の
教
え
を
伝
え
る
の
に
、
熱
心
な
の
で
あ
ろ
う
。

［
自
注
１
」
両
目
を
失
明
し
て
い
た
。

［
一
月
三
十
日
］

■
本
文
の
部

三
十
日

遊
城
外
河
街
、
濘
甚
。
暮
、
返
宿
天
母
殿
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

三
十
日

城
外
の
河
街
に
遊
ぶ
。
濘
甚
し
。
暮
に
、
天
母
殿
に
返
り
宿
す
。
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●
語
注

○
河
街

城
市
の
東
側
、
湘
江
に
面
し
た
あ
た
り
に
広
が
る
街
区
。
二
月
一
日
条
に
「
城
中
闤
闠
與
城
東

河
市
並
盛
」
と
あ
る
「
城
東
河
市
」
が
こ
こ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
譚
民
政
は
、
現
況
を
報
告
し
て
い
る
（
一

三
五
頁
）。

●
口
語
訳

三
十
日

《

》
衡
陽
遊
覧

27衡
州
城
外
の
河
街
に
遊
び
に
行
く
。
泥
濘
が
甚
だ
し
い
。
暮
に
、
天
母
殿
に
返
り
宿
す
。

（
「
楚
遊
日
記
（
１
）
」
以
上
）

訳
注
：
薄
井
俊
二
、
二
○
二
五
年
二
月
二
十
五
日


